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イエ コ ウモ リの発 生 学 的研究1)

I.妊娠 期間 と産 児数 に就て2)

内 田 照 章

Studies on the embryology of the Japanese house bat, 

     Pipistrellus tralatitius abramus (Temminck). 

I. On the period of gestation and the number of litter 

 Teruaki Uchida

1.緒 言

蝙蝠の交尾期は秋であるが,排 卵及び受精は翌春迄延期される事は,多 くの欧洲学者に

よ り研究され,一 ・般の定説となつてい る.し か しながら,日 本産翼手 目の排卵期,分 娩期

ひいては妊娠 期間,更 に産児数等の確実な観察記録は甚だ少く,イ エコウモリのそれ らに

関する記載 としては,筆 者の知る限 りでは,岸 田('24,'36),黒 田('27,'40,'47,'48,49),

中野('28)及 び丹羽('36)の ものを見るにとどま り,何 れも満足な結論 に至つてい ない

が,特 にその排卵期,妊 娠期間に就ては殆 ど知 られていない.筆 者は翼手 目の生殖全般に

亘 る発生学的研究の再検討 の第一 歩として最も普通 なイエコウモ リに就て研究 し,幸い 相

当多数の個体を蕃殖期に採集 し得たので妊娠 期間及び産児数に就て此処に報告する.

本文に入るに先だち,終始 懇篤な指導を賜つた平岩教授,三 宅助教授に謹んで感謝の意

を表する.

II.材 料 及 び採集

本研究に用い られた蝙蝠 は小翼手亜 目Microchiropteraに 属するイエコウモ リPipi-

strellustralatitiusabramus(Temminck)で あつて,福岡市 大字箱崎町網屋に於て昭和

24年(1949)に 採集した2個 体 と昭和25年(温950)4月 下旬から7月 中旬に亘 り殆 ど毎日採集

した102個 体,計104個 体である.そ の中分娩後の もの17個 体,生 後間 もない

幼児3個 体,他 はすぺて排卵乃至妊娠 した個体である.

材料は巣の近傍で連 日釣竿 を以て之れを叩 き落 した.早 朝コウモ リの帰巣時に捕獲する

のが最 も容易であつた.排 卵直後乃至発生初期の ものは切片として検査 した.

1)本 研究は3ζ部省科学研 究費 によるものであ る.

2)九 州大学農学部動物学 教室業績,第201号,日 本動物学会九州 支部第5回 例会(昭 和25年4

月15日)に て講演せ る ものの一部に,其 の後 の研究結果 を補足 したものであ る.
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皿工 観 察

先ず排卵期に就て見 るに4月23日採集 の個体(A)に 於てはラッパ管内及び輸卵管始部

に濾胞上皮細胞に取 り囲まれた卵子3個 が認められるが,未 だ受精は起つてい ない.同 じ

く4月23日採集 の個体(B)で は,輸 卵管内に精子の貫入した受精卵が認められ第二極

体 も既に放出され卵子を囲む濾胞上皮細胞は完全に消散 している.4月28日 採集の個体

の両卵集内には成熱濾胞 も黄体 も存在 しない点か ら,該 個体は老令のものと思われる.

4月29日 採集の個体(A)で は,体 長9mmの 胎児が子宮外腹腔内に認められる点か

ら・早期子宮外妊娠 と信 じられる.同 じく4月29目採集 の個体(B)で は両側輸卵管終 部

に1個 つつの恐 らく4細 胞期と思われる卵子が認められる.

更に5月3日 採集の2個 体,5月4日,5月8日 採集の2個 体,5月20日 採集の2個 体

も既に排卵され,5月11日採集 の個体では胎児の発生は胚盤胞の形成期にあ り一層の内

胚葉が認められる.

5月11日 以後の採集個体では僅かの例外を除い て全部,腹 部 を切開するのみで子宮外

から明らかに胚盤胞文は胎児の存在が認め得 られる.こ れ ら胎児の成長度は必らすしも採

集月日に比例 していない.
'以 上筆者の観察例数 は尚不足の憾があ り特 に排卵期にある個体の更に多数の観察が望ま

しいが,排 卵期は大体4月 下旬に当るとい う事が出来る.

次いで分娩期に就て見るに,殆 ど毎 日の採集個体の中6月29日 始めて分娩後の雌個体1

頭を採集 し,其 の後7月10日 迄は妊娠個体 も分娩後の個体 も得 られたが,そ れ以後 に於

ては妊娠個体は得 られなかつた。かかる分娩時の個体的差異は当然排卵時の差異 によるも

のである.更 に7月8日 生後2～3日 の幼児2頭(♂1,♀1)を,又7月13日 生後相

当期間 を経た幼児1頭(δ)を 採集 し得た点から九州に於ける本種の分娩期は7月 上旬と

考 えられ る.

産児数に就ては,実 際子宮内に胎児を認めた67個 体の胎児数は次

の表のようであ り,更 に分娩後の雌個体の子宮に残る胎盤の剥晩痕に

より胎児数を知 り得 る4個 体を加えれば括弧内に示すような数値にな

る.即 ち,2児懐妊 の個体が過牛数を占めてはいるが,1児 或は3児

を妊娠する個体 も相当高い割合を示してい る.

IV。 論 議

日本産本種の分娩期及び産児数に就ての記載は岸田('24,'36),黒 田('27,'40,,47,
'48

,,49)及 び丹羽('36)が あるが,そ の排卵期(受 精期)ひい ては妊娠期間の問題は未

着手の状態 にあつて,と れに関する研究は殆 ど行われていない.し か し中野('28)は 唯

1例5月9日 新潟で採集 した1個 体に於て,そ の輸卵管内に濾胞上皮により取 り囲まれ

た卵子を認め排卵及び受精は5月 中旬に起るとしているが,そ の例 甚 だ 少く確実ではな

い.そ の後丹羽('36)は"分 娩期が7月 上旬乃至中旬である事から推定すると日本に於け

る本種の受精期(排 卵期)は 従来欧洲に於ける翼手類の受精期(排 卵期)と されている早
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春の頃よ りもずつ と遅れてい るものと思われ る"と 記載 してい るのみである.一 方欧洲学

者の本種及び類似種に就ての観察 を見 るに,Fries(1879)は ドイツ産本種に於てその排

卵受精及び卵割が5月 中旬に行われる事を報告 してい るが,そ の詳細は明らかでない.又

Benecke('1879)は ドイツ産類似種(Vesperugopipistrellus)に 於て早春にその排卵を認

めている.更 にCourrier(1924)は フランス産類似種(17Tesperugopipistrellus)に 於て秋

の交尾による精子は3月 迄子宮内に留 り排卵又は受精は春起る事,5月 末頃非常に小 さい

胎児が子宮角に存在する事等を認めているが,明 確な排卵期ひいては妊娠期間 の問題には

触れていない.即 ち,筆 者の知 る限 りに於ては欧洲に於ても本種 コウモリの妊娠 期間は未

だ知られていない様である.筆 者は4月 下旬以降調査 した結果,排 卵は4月 下旬に起 り5

月中旬には子宮外から明らかに認知 し得る胚盤胞の存在する事を確め得た.こ の連続 的な

発生段階は,4月23日(A,B)及 び4月29日(B)採 集の3個 体に於ける排卵が例外的

な季節外れのものでない事を示 してい ると信する.中 野が認めた5月9日 の排卵個体は僅

かに1例 に過 ぎず,そ の後の連続的な発生段階にある個体が示されていない関係上,果 し

て之れが例外的なものでないかどうかは疑問の余地がある.筆 者の用いた福岡 で同日採集

した個体に於ても,そ の発生段階に相当の差異のある事から考えると排 卵 期 は各個体に

よ り相当異つてい るものと考えられ,こ の事は僅かに1例 ではあるが4月29日採集 の個体

(A)が 早期子宮外妊娠 してお り,そ の胎児の体長が9mmの 大いさに達 していたとい

う異常な事実によつても更に肯 けられる所であ り,又 妊娠期間の推定に大 きな困難をもた

らす所以で もある.

分娩期及び産児数に就て岸田('24)は"牝 は1産 牝牡各1仔 を分娩するものの如 し"

と述べ黒田('27)は"分 娩期は7月 中旬で1腹3仔 を分娩す"と 述べている.そ の後岸

田(・36)は ・・年1産1～3仔 を分娩す"と 前記載 を訂正 している.丹 羽('36)は7月7

日,7月16日 採集の2個 体に於て生後間 もない3仔 を認め更らに1腹2仔 の妊獣2個 体

を6月20日,7月4日 に夫 々採集 し,こ れらの分娩期は採集 の日から推察 して7月 上旬

乃至中旬と思われ,本 種に固有な乳嘴の 数 以 上 の仔を分娩する事稀ならずと結論 してい

る.そ の後,黒 田('40)は"1産1仔 乃至3仔 を分娩す"と 前記載 を訂正 し,そ の後の

日本動物図鑑('47,'48,'49)に 於ては`・7月中旬1腹3仔 を分娩す"と 明瞭に再訂正 して

いる.以 上の如 く丹羽 も指摘 したように諸氏の云 う所は,ま ちまちであり更にその採集個

体数が甚だ少い為,帰 一する所がないが,筆 者は前述の如 く104個 体に及ぶ調査の結果・

北九州に於ては分娩期は7月 上旬であ り,産 児数は1乃 至3仔 で,2仔 が最 も普通である

事を結論する.以 上の如 く排卵期は4月 下旬,分 娩期は7月 上旬と考えられる所から妊娠

期間は約70日 前後 と推定 され る.尚

,丹羽('36)は"幼 児の栂指と後足の趾とに,特 によく発達 した爪の存する事は,コ

ウモリの幼児が空中 飛翔性の母獣か ら振 り落されないようにしつか り抱 きつ くに有利な適

応と考えて差支えないかと思われる"と 述べているが,筆 者は17個 体の分娩後飛翔中の

母獣 を捕獲 したが,幼 児を附着せ しめて飛翔せる母獣は1例 も認め得 られなかつた・



V.結 論

'1)イ エ コ ウモ リPipi
strellustralatitiusabramus(Temminck)の おト卵 期 は4月 下 旬,

分 娩 期 は7月 上 旬 と考 え られ るか ら妊娠 期 間 は約70日 前 後 と推 定 され る.

2)産 児数 は1仔 乃 至3仔 で,2仔 が 最 も普通 で あ る.

3)母 獣 は 仔 を母 体 に つ けた ま ま飛 翔 しない.
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                     Summary 

   Up to present, very few noticeable embryological investigations on 

the general  reproduction. of Japanese bats have been made. Moreover, 
as the collection of the house bat, Pipistrellus tralatitius abramus (Tern-
minck) is more difficult than that of bats living in the cave, the 
studies of this bat are few in Europe and America as well as in Japan. 
I have observed the following points in this bat. 

   1) It seems that in this bat the ovulation occurs on the last de-

cade of April and the parturition takes place on the first ten days of 

July. So the period of gestation is considered to be about seventy days. 
   2) The number of the litter ranges one to ,three, the case of two 

youngs (fetuses) being most common. 
   3) Mother bat never fly holding her young. 

                 Zoological Laboratory, Faculty of Agriculture, 
                           Kyushu University.


